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　大分にゆかりのあるビジネスパーソンのために、県が主催す

るビジネスコミュニティー「大分カイコウ」。昨年12月、大分

市内で開かれ、貸し会議室大手ティーケーピー（東京都）の河

野貴輝代表取締役社長＝大分市出身＝が「事業のタネの見つけ

方・育て方～実践編～」と題して講演した。要旨は次の通り。

県主催「大分カイコウ」

事業のタネの見つけ方・育て方～実践編～
ティーケーピー（東京都）代表取締役社長　　河野貴輝さん

　のし紙をかけた贈答品に陰りが見え、家族や友人らに

手軽に贈れる「カジュアルギフト」の人気が高まってい

る。中でも、若い世代を中心に利用者が増えているのが、

インターネットを介する「ソーシャルギフト」だ。
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　マイナビの「大学生就職意識調

査」によると、最近の学生の企業

選択ポイント第１位は「安定して

いる会社」。安定性とは福利厚生

の充実や、安心して働ける環境か

どうか。ノルマがきつかったり、

暗い雰囲気だったり、転勤が多か

ったりすると敬遠される。就職観

は「楽しく働きたい」。一方、ゆ

るすぎる職場に若手社員が定着し

ないという調査結果もある（リク

ルートワークス研究所調査）。

　やらされ仕事ではなく、働く満

足度を高めるには、動機付け（や

りがいや達成感）が不可欠である。

こうした「働きがい」は、組織か

ら必要とされている、社会に役に

立っているという認識に変わる。

楽ではないが、きつい仕事もやり

遂げられる。

　昨年末、パッケージの企画・製

造・販売を手がける丸東産業（福

岡県小郡市）で講話の機会をいた

だいた。稚拙な内容にもかかわら

ず、聴講姿勢は真剣そのもの。働

きやすい一方、会社の方向性や社

長の思いを共有し、新しいアイデ

アに基づく共創も始まろうとして

いる。実力のある女性には活躍し

てほしいとも。とても理想的な会

社だと思う。

　ゼミ生たちが「働きやすさと働

きがいを探る」をテーマに、大分

のものづくり企業の社長や社員を

取材。内容を企業ＰＲ動画として

まとめた。大分合同新聞社がつな

いでくれた縁で昨年夏から、もの

づくり支援などを手がけるテクト

レージ（本社・横浜市）の「中小

企業ＧＯＴＣＨＡ（ガッチャ）」に

参加。大分にある同社のオフィス

から、全面的な支援を受けた。学

生目線で、大分の企業の素晴らし

さを社会に広めようとしている。

　今回は長尾製作所（佐伯市）、

明大工業（別府市）、農事組合法人

グリーン法人中野（豊後大野市）、

豊洋精工（国東市）に協力いただ

いた。その様子は専用サイト（ｈ

ｔｔｐｓ：／／ｃｈｕｓｈｏ－ｇｏｔｃｈａ．ｃｏｍ／）

にある。もともと知名度のある組

織ではあるが、自分事として取り

組んだ成果が、新年早々、形にな

ってくれるのはありがたい。

●雪ミクが街中に

　青森県弘前市と北海道函館市

は共同で、バーチャル歌手「初

音ミク」の派生キャラクター「雪

ミク」とのコラボイベントを開

催している。ポスターや写真撮

影用パネルを街中に配置したほ

か、観光地を巡ると限定グッズ

が当たるラリーも実施。２月28

日まで。初音ミクが歌うテーマ

ソングも制作してユーチューブ

で公開している。

●家康ラッピング列車

　愛知環状鉄道は、愛知県岡崎

市と豊田市と連携し、ＮＨＫ大

河ドラマ「どうする家康」のロ

ゴや俳優松本潤さんが演じる徳

川家康の写真を車体にデザイン

したラッピング列車を運行す

る。１月28日から。沿線には家

康が生まれた岡崎城や、戦勝祈

願をしたとされる伊賀八幡宮な

どゆかりのある観光地が多い。

●ＶＲで空き家内覧

　和歌山県は、県内への移住希

望者が空き家バンクの登録物件

を内覧するため現地に行く負担

を減らそうと、ＶＲ（仮想現実）

技術を活用し、物件内部を３６０

度カメラで撮影した画像で紹介

する取り組みを始めた。対応す

る物件は２０２２年12月現在で13

軒。県移住定住推進課の移住希

望者向け情報サイトで見られ

る。

●繁華街客引き禁止

　北九州市は小倉北区の繁華街

の一部を「客引き行為等禁止区

域」に指定した。昨年12月に条

例が施行。悪質な違反者は５万

円以下の過料や、インターネッ

ト上での氏名公表などの処罰を

受ける。禁止区域は小倉駅付近

で、飲食店が多く集まる魚町、

京町の一部エリア。客引きによ

るつきまといや通行の妨害が問

題となっていた。

三越伊勢丹のソーシャルギフトで贈れるお歳暮の一例

三越伊勢丹のソーシャルギフトのＵＲＬから送れるメッセージカード

大和のソーシャルギフト

「ピンチはチャンス」と語るテ
ィーケーピーの河野貴輝社長

住所を知らなくても

　ソーシャルギフトの使い方は

簡単。サイトから商品を探して

支払いを済ませると、商品の受

け取り用ＵＲＬ（ネットサイト

のアドレス）が発行され、その

ＵＲＬを贈りたい相手の交流サ

イト（ＳＮＳ）、メールアドレ

スなどに送信する。通知を受け

取った相手が自分の住所と、配

送を希望する日時を入力すると

ギフトが届く｜という仕組み

だ。

　魅力は、普段からＳＮＳのア

カウント名などでやりとりして

いる相手だが、名前や住所、電

話番号を知らない場合でも使え

る便利さにある。

　大手百貨店の三越伊勢丹（東

京都新宿区）は、２０１９年10月か

らソーシャルギフトの取り扱い

を始めた。デパ地下の人気食品

や地方の企業とのコラボ商品、

季節限定品など４千点近くの商

品から選べる。企画担当の重松

祐歌さんは「ビジネス、結婚、

出産祝いなどのメッセージカー

ドもＵＲＬに添えて送ることが

できます」と説明する。

女性中心に需要増加

　カタログギフト販売の大和

（長野県安曇野市）が今春から

始めたソーシャルギフトは、受

け取った人が好きな商品を選べ

る。「肉」「酒」など常時約80

種類のテーマが設けられてお

り、各テーマごとに五つの商品

の中から一つを相手が選択でき

る。防災笛やヘルメット、非常

食などが選べる防災ギフト、タ

オルやＴシャツなどのサウナグ

ッズが選べるギフトなど、趣向

を凝らしたものも多い。

　同社の鈴木千香子さんは「相

手の欲しい物が分からず、食品

など無難な商品で済ませてしま

う、という悩みを解消するため、

このサービスを始めました。ち

ょっとしたお礼や、コロナ下で

なかなか会えない中でのコミュ

ニケーションツールとして、女

性を中心にリピーターが増えて

ます」と話している。

空きフロアを活用

　大学卒業後、伊藤忠商事為替証券部に

入り、株の道へ進んだ。オンライン証券

やインターネット銀行などの設立にも参

画。ただ、会社員は雇われの身。自分が

オーナーとして道を切り開きたい―。２０

０５年、ティーケーピーを設立した。

　しかし、これから何をすればいいんだ

…。そんな時、六本木で取り壊しが決ま

っていた３階建てのビルを見つけた。１

階はまだ飲食店があったが、２階と３階

は立ち退き、誰も使っていない。そこで

店が立ち退くまでの間、空きフロアをネ

ットで時間貸しするビジネスを思いつい

た。各階20坪。１坪５０００円で借りた。相

場の３分の１。20万円で借りて、１人当

たり１時間１００円の貸し会議室（50人収

容）に。ネットで集客すると月50万円の

利益が出た。そこからどんどん成長し、

コロナ前の19年は１カ月で60億円。どん

なところに商売のネタが転がっているか

分からない。

ピンチはチャンス

　ピンチはチャンス。東日本大震災では

１カ月で５億円のキャンセルが出た。だ

が当時、品川駅前のホテルに誰も使って

ない宴会場があり、手に入った。それま

では安く仕入れて安く貸していたが、震

災後は貸し会議室に料理などのサービス

も加えた。利益を上げるには客単価と頻

度が重要だ。

　コロナ禍でも売り上げは落ちた。20年

２月末決算で、持っていた現金は80億円。

本来はそれだけあれば問題ないが、世界

的にロックダウンが始まった。貸し会議

室の家賃は１カ月20億円。人件費は10億

円を払っていた。厳しい中でも家賃は払

い続けなければならず、国から援助があ

るわけでもない。このままでは１カ月間

に30億失い、３カ月後には倒産してしま

う。リアルに客が集まることで成り立つ

ビジネス。集まるなと言われればお手上

げだ。だから、１年間分の３６０億円だけ

持っておいて冬眠するしかない。春にな

れば元に戻るかもしれない。貸し会議室

は温存し、事業をコアとノンコアに分け、

コアに集中。不動産など売れるものは売

った。結果的に80億円の損で済んだ。

　２年目もコロナは収束しない。冬眠し

ていてもしょうがないと気持ちを切り替

え「国のトップに言うしかない」と首相

官邸へ向かった。３週間後、貸し会議室

をワクチンセンターに変えた。当時、厚

生労働省でワクチンの職域接種が実施さ

れており、１レーン10人程度だったのが

５００人に改善。売り上げに直結するわけ

ではないが、社会貢献することで顧客の

人事部とのパイプが太くなった。22年４

月、新入社員研修などでたくさん使って

もらい、ようやくコア事業が黒字に転換

した。だめなときも、もがくと何かある

かもしれない。

挑戦と撤退と決断

　上人ケ浜公園（別府市）を温浴施設を

併設した飲食・イベントスペースとして

再開発する事業を進めており、早ければ

今春にも工事を始める。公園再生という

新しいキーワード。地域の人が喜ぶ魅力

的な施設にどう変えていくか。別府の観

光業とうまく連動し、ハブになれる場所

にしたい。

　困難に直面したときほど、経験が生き

る。人任せにしていてもうまくいかない。

一瞬のひらめきをノートやスマホに書き

出す。事業拡大には、挑戦と撤退と決断

の三つを大切にしている。経常利益の範

囲内でチャレンジする。致命傷を負った

ら終わり。永眠しないように撤退は早く。

「キック＆ラン」。社長がいかにボール

を遠くに蹴るか。そのボールを試行錯誤

しながら全社員がどうゴールに向かって

進んでいくか。社会の問題を見つけ出し、

会社が解決していくことで利益を出せれ

ば、社会の要請に応えていることになる。

それが企業の機能だ。
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